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理
想
と
現
実

　

平
成
29
年
「
人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る

医
療
に
関
す
る
意
識
調
査
」（
厚
生
労
働
省
）で

は
、自
身
の
状
況
を
①
～
③
（
左
図
）の
よ
う

に
想
定
し
た
場
合
、医
療
・
療
養
を
受
け
た
い

希・

・

・

・

・

望
の
場
所
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
結

果
が
出
て
い
ま
す
。

在
宅
看み

と取
り
の

理
想

①末期がんで、食事や呼吸が不自由であるが、痛みはなく、
　意識や判断力は健康な時と同様の場合

②重度の心臓病で、身の回りの手助けが必要であるが、
　意識や判断力は健康なときと同様の場合

③認知症が進行し、身の回りの手助けが必要で、
　かなり衰弱が進んできた場合

37.5％ 10.7％ 47.4％ 4.4％

48.0％ 17.8％ 29.3％ 4.9％

28.2％ 51.0％ 14.8％ 6.1％

【　■医療機関　■介護施設　■自宅　■無回答　】
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74.8％ 10.0％ 13.2％ 2.0％

【　■医療機関　■介護施設　■自宅　■その他　】

実際に最期を迎えた場所
現
実

人生の最終段階において医療・療養を受けたい場所

　

平
成
29
年
「
人
口
動
態
調
査
」（
厚
生

労
働
省
）で
実・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

際
に
亡
く
な
っ
た
場
所

と
し
て
お
よ
そ
75
％
を
占
め
た
の
が

「
医
療
機
関
」で
し
た
。

「自宅」や「介護施設」で最期を過ごした
いと思う人が50％前後～65％いる中で、
実際に最期を迎えたのは23％ほど

「
も
し
も
の
こ
と
」を
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

心
の
余
裕
が
あ
る
時
に
、じ
っ
く
り
と
考
え
る
時
間
を
持
ち
、

あ
な
た
の
考
え
を
大
切
な
人
に
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

思
い
が
け
な
い
事
故
や
病
気
に
よ
っ
て
、
だ
れ
に
で
も
「
も

し
も
の
と
き
」
が
突
然
訪
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
命
の
危

険
が
迫
っ
た
と
き
、
約
70
％
の
人
が
、
医
療
や
ケ
ア
の
方
法
な

ど
を
自
分
で
決
め
た
り
、
自
分
が
ど
う
し
た
い
の
か
を
周
り
の

人
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
、
あ・

・

・

・

・

・

・

・

・

な
た
自
身
の
言
葉
で
伝
え
ら
れ
る
う
ち
に
『
人
生
会

議
』
を
行
う
こ
と
で
思
い
が
伝
わ
り
、
同
時
に
、
ご
家
族
を
は

じ
め
、
大
切
な
人
の
心
の
負
担
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
医
療
や
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
時
、
住
み
慣
れ
た

ま
ち
や
自
宅
で
の
生
活
を
支
え
る

取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
27
年
度

か
ら
在
宅
医
療
と
介
護
を
一
体
的

に
提
供
す
る
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
「
ど
こ
で
」「
ど
の
よ
う
に
」
過

ご
し
た
い
の
か
、
元
気
な
う
ち
か

ら
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

議

人

生

会

※グラフの集計は、小数第２位を四捨五入してあるため、
　数値の合計が100％ちょうどにならない場合があります。

～
人
生
の
最
期
を
過
ご
し
た
い
場
所
～

問合せ：地域包括ケア推進課
　　　　☎983・2689
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議人 生 会
始めてみませんか？

Advance  Care  Planning
アドバンス・ケア・プランニング

 人生会議（ACP）とは、もしものときのため、本
人が望む医療やケアについて前もって考え、家族や医
療・ケアチームなどと繰り返し話し合い、共有する取り
組みのことです。
　あなたの思いを大切にして、それに沿った話し合いを
してくれるのは誰か、慎重に考えてみましょう。それは、
きょうだいや成人したあなたのお子さんかもしれませ
んし、信頼できる友人かもしれません。
　一人だけではなく、複数の
人となることもあるでしょ
う。人 の 思 い は そ れ ぞ れ 違
い、変化します。全てに共感
できなくても、思いを共有す
ることが大切です。

いつ 始める？

話し合いの 進め方 は？

もしもの時の代弁者を本人が選び、大切に
していること（価値）を話し合う

準備が整っているすべての人

人生の最終段階を自分のこと
として考える時期にある人

心の準備状態を確かめたうえで、ご自身の
病気の状態に合わせて医療・ケアの目標や
具体的な内容について話し合う

考える

話し合う

共有する

何を話せばいい？

 　人がどのように最期の時を迎え
るかを知るとともに、日ごろどのよ
うな準備や心構えが必要かをまと
めた冊子です。
　家族や大切な人と話し合った「人生会議」の内
容を記録するためのページもあります。
　　　　　配布場所：地域包括支援センター三島
　　　　　　　　　　　　　　（市役所本館1 階）

『看取りガイド』

大切にしていることや
信頼できる人について考える

信頼できる人や
医療・ケアチームと話し合う

話し合いの結果を
大切な人たちと共有する

心
身
の
状
態
に
よ
っ
て
意
思
は
変
化
す
る
こ

と
が
あ
る
た
め
、「
何
度
で
も
」繰
り
返
し
考
え

話
し
合
い
ま
し
ょ
う

自分のために

書き留めておきましょう

大切な人のために

人生会議については
こちら（厚労省HP）▶

第１段階

第２段階

こんなことを話してみましょう！

●そばにいたい人のこと

●好きなことをしていたい

●少しでも長くいきること

●家族が困らないようにしたい

　人生会議に決まった議題はあ
・ ・ ・ ・ ・

りません。人生会議の
目的は、あなたや、あなたの大切な人の『かけがえの
ない人生を豊かにすること』です。
　自分の人生にとって「大切なこと」、最期にいたっ
て「あなたが望むこと」などについて考え、伝えてみ
ましょう。

例えば・・・

●痛みや苦しみがないこと
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